

























にあったからだ。現代マグレブ文学 代表する作家ベン＝ジェッルーンが、この事件に想を得た小品『火によって』を発表したのは、事件後半年のことである。失業状態に絶望し、大学の卒業証書を流し台で燃やす主人公の青年。忌まわしい炎は物語 幕開けから登場する。そして破局の柱が燃え尽きたあと、遺されざる遺書は物語の末尾にいたり闇をぬけ、妹の声へと、傷ましくも力強い変成 とげるだろう。 「生きるなかで打ちのめされ、辱められ、否定さ 、ついに火花となって世界を燃え上がらせた人間の物語。誰も兄さんの物語 盗んだりはできない」 。
闇の裂け目から、いつもと違う声を、いつも聴き分ける
こと。夜はまだ、まともに夜であっ ためし ない。
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